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１．新規河川レンジャー展開計画の目的 

新規河川レンジャー展開計画（以下展開計画）とは、各出張所管内河川レンジャー運

営会議（以下運営会議）において、所属する河川レンジャーの活動状況等を踏まえ、運

営会議の対象区域に望ましい活動内容と活動エリア、必要な河川レンジャーの人員を検

討・決定する年度ごとの計画であり、河川レンジャーの募集・決定の基本的な考え方と

なるものです。 

 運営会議は、この展開計画について討議、決定する役割を担っています（運営要領第

36 条）。 

 

２．平成２５年度展開計画の考え方 

２．１．視点の設定について 

河川レンジャーの役割は、河川と地域との良好な関係を構築することです。 

このため、展開計画の作成にあたっては、地域と河川レンジャーの状況の両面から検

討する必要があるため、２つの視点から活動の展開の方向を整理します。 

 

視点①地域に必要であると考えられる活動からの展開 

地域で展開されている事業をもとに地域の課題を抽出し、必要であると考えられる

活動からの展開の方向を検討します。河川レンジャーには「住民と行政の橋渡し役」

としての役割が期待されるため、自治体との連携・協働の可能性という観点も重要で

す。 
・ 地域づくりの最上位計画に相当する自治体の総合計画から地域の課題を抽出

し、自治体との連携・協働の可能性という観点も含めて、地域で望まれている

河川レンジャー活動を抽出します。 

・ 地域の河川利用で望まれている活動を抽出するため、淀川管内河川保全利用委

員会資料等から、河川レンジャーとの連携・協働が考えられる活動を整理しま

す。 

 

視点②河川レンジャーの活動状況からの展開 

河川レンジャーは平成 15 年度にスタートしており、すでに地域に根ざしたものと

なってきています。このため、これまでの活動状況をふまえた展開計画の検討が必要

です。 
・ 来年度に展開される活動分野、地域を整理し、検討のベースとします。 

・ これまでの河川レンジャーの活動状況から、展開されてきた活動の分野と地域

を抽出します。 
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２.２.河川レンジャーの人員について 

 河川レンジャーの人員は、出張所ごとに若干名と定められています（運営要領第 11

条）。 

 また、１出張所あたり５名として河川レンジャーの運用を行っています。 

 

 

２.３.河川レンジャーの活動範囲について 

 河川レンジャーは、国土交通省が管轄する範囲（８つの出張所が分担して管理）を基

本に、その沿川地域も含めて活動を行うことができます。 

河川レンジャーはそれぞれ運営会議に所属しており、その運営会議を構成する 1～3

つの出張所の管理範囲をあわせたものが河川レンジャーの活動範囲となります（運営要

領第 8 条）。 

 また、河川レンジャーは、本来の活動範囲以外の場所でも活動を行えるよう、活動範

囲の拡大も認められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 淀川管内各運営会議管轄範囲 

枚方管内運営会議

木津川管内運営会議 

福島・毛馬管内運営会議 

高槻・山崎（大阪）管内運営会議
伏見・桂川・山崎（京都）管内運営会議
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２.４.河川レンジャーの活動分野について 

 河川レンジャーが行う活動については、運営要領に 10 の内容が定められています（運

営要領第 13 条）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画では、以上の活動内容について、平成 15 年に河川レンジャー活動が始まった

当初からのデータの蓄積、整理手法に基づき、7 つの活動分野に分類しています。 

河川レンジャーの活動については、１つの活動の中に様々な内容、目的を含んでいま

すが、データ整理の必要上、主要な分野を 1 つ抽出しているものです。 

 

表 2.1 本計画で用いる河川レンジャーの活動分野の分類 

活動分野 内容 

河川美化 河川清掃の活動等 
環境保全 ヨシ原の保全や外来種対策に関する活動等 
啓発その他 全般的な河川の学習、啓発に関する活動等 

川づくり、まちづくりに関する活動等 
広報 河川レンジャーに関する説明や活動紹介、淀川に関する紹介等 
自然観察 植物や野鳥の観察など、淀川の自然を観察する活動 
水利用等 水質調査や河川水の利活用を学ぶ活動等 
防災 防災施設の見学や治水について学ぶ活動等 

河川レンジャーの活動内容 

 
（１）防災・救援・救難の推進を図る活動 
（２）河川の環境保全を図る活動 
（３）河川の適正な利用の推進を図る活動 
（４）節水意識の普及・啓発活動 
（５）日常的な河川管理活動 
（６）河川に係わる歴史・文化の普及・啓発活動 
（７）河川行政と地域・住民・住民団体とのコーディネートを図る活動 
（８）川づくり・まちづくりへの参画・支援活動 
（９）川の人材を育成する活動 
（10）河川レンジャー活動に関するニュースの発行等の情報の発信 
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３．平成２５年度河川レンジャー展開の方向 

視点① 地域に必要と考えられる活動からの展開  

（１）沿川自治体で推進している事業 

沿川自治体の総合計画では、自然保護や環境学習に関する事業が多数推進されており、

美しい環境を守り育てていくことが地域の課題となっていると考えられます。その他、

市民活動への支援や、市民の学習機会を増やす取り組みが複数進められており、地域コ

ミュニティの形成も課題となっています。不法投棄に関する事業も数多く行われていま

す。 

平成 24 年 8 月 14 日の京都府南部豪雨では、当管内も大きな被害がでており、防災へ

の関心が高まっていることが考えられます。 

河川レンジャーの活動としては、「河川美化」「環境保全」「啓発その他」「自然観察」

「防災」の分野での展開が考えられます。 

 
表 3.1 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画名 事業名等
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

久御山町第6次総合計画 河川の正しい利用と愛護思想啓発事業 ● ●

子ども居場所づくり事業 ● ● ● ● ●

生涯学習推進事業 ● ● ● ● ●

自然環境保全事業 ● ●

地域環境啓発事業 ● ●

自主防災組織活動支援事業 ● ●

風水害対策事業 ● ●

防災対策の推進 ● ●

地域自主防災組織の育成 ● ●

自然景観の保全と創出 ● ●

水と緑のネットワーク ● ● ● ●

水辺環境の整備と維持管理の充実 ● ●

第４次井手町総合計画 自然環境 ● ● ●

循環型社会・低炭素社会 ● ●

防災・地域安全 ●

上下水道・河川 ● ● ● ●

生涯学習・生涯スポーツ ●

住民活動支援 ●

住民と行政のパートナーシップ強化 ●
和束町第４次総合計画 学力の充実・向上と個性や能力の伸長 ●

生涯学習プログラムの充実 ●

防災体制の整備 ● ●

河川環境の整備 ● ●

不法投棄防止 ● ●

主体的な住民活動の推進 ●

第４次城陽市総合計画
後期基本計画

久
御
山
町

城
陽
市

井
手
町

和
束
町
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表 3.1 沿川自治体の河川レンジャーとの連携が模索できる事業およびその展開（分野） 

計画名 事業名等
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報
自然
観察

水利用
等

防災

市民活動情報サイト運用 ●

社会人による学習支援 ●

美しいまちづくり推進 ● ●

美しいまちづくりまかせて！事業 ● ●

不法投棄対策 ●

環境まつり ●

歴史街道計画推進 ● ●

七夕まつり ●

水に対する意識啓発 ● ●

淀川三川合流域交流拠点整備事業 ● ●

防賀川改修工事 ● ●

やすらぎと潤いの回廊づくり ● ●

出前講座（防災） ●

自主防災組織訓練等指導 ●

淀川三川合流域地域づくり推進協議会 ●

淀川舟運整備推進協議会 ●
第3次京田辺市総合計画 草内木津川運動公園整備事業 ● ●

防賀川公園整備事業 ● ● ● ●

精華町第4次総合計画 体験学習の推進 ● ● ● ●

生涯学習推進体制の整備 ●

啓発活動への推進 ●

環境教育・環境学習の推進 ●

広域連携の推進 ●

自然に親しむ環境づくり ● ● ● ●

快適な環境の保持 ● ●

環境美化運動の推進 ● ●

自然災害対策 ●

環境保全に対応したまちづくりの推進 ● ●

水質の保全 ● ● ●

水と緑のネットワーク化の推進 ● ●

第1次木津川市総合計画 木津川流域文化ネットワークの形成 ●

生涯学習の推進と環境づくり ●

木津川や旧奈良街道の保全と活用 ● ● ●

身近な自然の保全と活用 ●

環境教育の推進 ●

環境への負荷が少ない循環型社会の構築 ● ●

市民と行政との協働体制の確立 ●

第４次八幡市総合計画
第９次実施計画

精
華
町

木
津
川
市

八
幡
市

京
田
辺

市
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（２）地域の河川活動で望まれている活動 

当管内では、淀川の適正な河川利用が課題となっており、管内では 5 箇所の占有地に

ついて、「利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として，河川レンジャーと

連携した環境教育のあり方を検討する」（平成 24 年度淀川管内河川保全利用委員会（木

津川））とされています。また、「川らしい利用」の観点から、河川レンジャーとの連携

を検討するよう、河川管理者より要請がなされており、城陽市の占有地については河川

レンジャーと協働した取り組みの実施が報告されています。 

河川レンジャー活動としては、「自然観察」「環境保全」「啓発その他」の分野での展

開が考えられます。 

 

表 3.2. 当管内で河川レンジャーとの連携が指摘された占有地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川 名称 場所 占用目的 許可受者
河川レンジャーと連携した

河川保全利用の検討体制、状況等

城陽市立木津川河川敷運動
広場

右岸8.8k+20m～9.4 k 運動広場 城陽市

・自然観察等の活動を河川レンジャーと連携して実施中。
・引き続き、利用者の迷惑行為の監視、マナー向上に向けた周
知、河川環境について考える機会として検討・実施しているイ
ベントやその活動を周知する広報活動について、河川レン
ジャーと連携して取り組む。
・河川レンジャーの活動を通じて、木津川の環境保全や生態系
について利用者と協働できる領域づくりを行う。

田辺木津川 運動公園 左岸11.2k+15m～11.6k+15m 都市公園 京田辺市

京都府木津川運動広場 右岸3.8ｋ+160m～4.0k+90m 運動広場 京都府

木津川河川敷 運動広場
右岸3.8k-40m～3.8k+150m
4.2k－137m～4.2k+80m

運動広場 久御山町

川口市民公園
 （旧八幡市立運動広場）

左岸2.8ｋ+12m～3.0k+149.5m
左岸2.4ｋ+161m～2.6k+62m

運動場 八幡市 ・河川レンジャーと連携した自然勉強会の実施について検討中

木津川

注）淀川管内河川保全利用委員会資料（平成 25 年 1 月 9 日開催 木津川河川保全利用委員会審議資料 2 ）
より抜粋 

田辺木津川運動公園 

川口市民公園 

城陽市立木津川河川敷運動広場 

木津川河川敷公園運動広場 

京都府木津川運動公園
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（３）河川レンジャー運営会議における議論 

第 14 回木津川管内運営会議（平成 24 年 10 月 19 日(金）)において、今後の活動展開

に関する議論が行われています。 

子どもたちへの安全指導、活動の少ない分野、近年の降雨傾向に対応した中小河川の

取り組み等の必要性についてご意見をいただいています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）地域に必要と考えられる活動からの展開 

これまでに整理した現状から、当管内では「河川美化」「環境保全」「啓発その他」「自

然観察」「防災」の分野での活動の展開が考えられます。 

具体的な活動イメージとして次のようなものが考えられます。 

①美しい環境について学び、守り育てる活動 

②河川環境、防災に関する知見をもとに、川の魅力や川への安全な親しみ方などをわ

かりやすく地域の人々（子どもを含む）に伝える活動 

③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 

④個人・団体・行政などの様々な主体と連携、協働して進める活動 

 

 

  

 

 

主なご意見

・正しい知識をもって川に親しめるよう、安全指導の取り組みが必要
・数の少ない水利用、防災の分野に力をいれるべき
・ゲリラ豪雨等に対応して、被害のでやすい中小河川に取り組むべき

第14回木津川管内
運営会議
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視点② 河川レンジャーの活動状況からの展開  

（１）来年度に活動が予定されている分野、地域 

来年度は、当管内で４名の河川レンジャーが活動を予定しています。 

予定されている活動について、主要な活動分野、活動地域を分類整理すると下表のと

おりです。活発な活動が予定されており、すべての分野、地域を網羅していることがわ

かります。 

なお、データ整理上、1 活動につき主要な１分野を抽出していますが、河川レンジャ

ーの方々が幅広い分野で活動を予定されていることは来年度活動計画（資料－２）で確

認しています。 

 

表 3.3.H25 年度河川レンジャー活動予定（木津川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久御山
町

城陽市 井手町 和束町 笠置町 八幡市
京田辺

市
精華町

木津川
市

その他

溜まりモニタリング ● ●

親子川の学校 ● ● ● ●

小学校出前授業 ● ●
●沿川

自治体内

木津川環境祭り ● ●

木津川とその支流の水ウォッチング ● ● ● ● ●
●

宇治市

魚採り企画での水質調査出前授業 ● ● ●

環境学習・総合学習等の出前授業 ●
●

宇治市

木津川とその支流の水質モニタリング ● ● ● ● ● ● ● ●
●

宇治市

宇治市環境展出展 ●
●

宇治市

宇治環境フェスタ出展 ●
●

宇治市

川の観察会（野鳥・昆虫） ● ● ●

近畿子どもの水辺交流会発表のための木
津川継続調査（生き物、地形） ● ● ●

親子水辺の安全講習会 ●
●沿川

自治体内

川の構造物見学会 ● ● ● ●

上流域との交流　川下りで木津川上流を
体感！ ●

●
伊賀市

近畿子どもの水辺交流会発表 ●
●

滋賀県内

城南衛星管理組合「環境まつり」出展 ● ●

木津川の河床低下モニタリング・ヒアリ
ング調査 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イベント併設10分間クリーンアップ ● ● ●

河川敷美化活動 ●
●

南山城村

ほたる見学会 ●
●

南山城村

バードウォッチング ●
●

南山城村

外来魚駆除 ●
●

南山城村

鮎漁見学 ● ●
●

南山城村

地あゆの放流 ●
●

南山城村

木津川クリーンアップ（木津川管内） ● 　 ● ● ● ● ● ● ● ●

地域で考えよう防災（木津川管内） ● ●

上狛川クリーン作戦（福井R・山田R） ● ●

木津川沿川活動団体活動交流会（木津川
管内） ● ●

木津川マラソン　河川レンジャー展 ● ●

第5回　木津川展 ● ●

柴
垣
　
治
男

田
中
実
知
世

連
携
・
共
同
活
動

山
田
　
信
人

広報
自然
観察

水利用
等

防災
行政区

河川
美化

環境
保全

啓発
その他

活動名

福
井
　
波
恵

注１）活動分野は事務局の判断で分類 

注２）重複する分野は主要な分野でカウント 
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参考）河川レンジャーアドバイザーの活動される予定（見込み） 

 河川レンジャーアドバイザー（河川レンジャーを満期で退任された方）について、来年

度も実施される活動（見込み）は以下の通りです。 
 
 

表 3.6.H25 年度期待される河川レンジャーアドバイザー活動 

久御山
町

城陽市 井手町 和束町 笠置町 八幡市
京田辺

市
精華町

木津川
市

その他

親子花見乗船体験 ● ●

春の野草調べ ● ●

春の木津川花散策 ● ●

レンリソウ観察会 ● ●

木津川クリーンウォーク ● ●

親子自然観察会 ● ●

木津川の川調べ（ツバメのねぐら入り） ● ●

夏休み1番灯籠流し ● ●

秋の木津川花散策 ● ●

京田辺市文化祭「木津川ってどんな川」 ● ●

七草摘み ● ●

早春の木津川花散策 ● ●

馬坂川清掃 ● ●

木津川クリーンアップ（木津川管内） ● 　 ● ● ● ● ● ● ● ●

地域で考えよう防災（木津川管内） ● ●

木津川沿川活動団体活動交流会（木津川
管内） ● ●

木津川マラソン　河川レンジャー展 ● ●

第5回　木津川展 ● ●

山
村
　
武
正

連
携
・
共
同
活
動

水利用
等

活動名
河川
美化

環境
保全

啓発
その他

広報 防災
自然
観察

行政区

注１）活動分野は事務局の判断で分類 

注２）重複する分野は主要な分野でカウント 
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（２）これまでの活動状況からみた活動分野 

木津川出張所管内で河川レンジャーが誕生したのは平成 18 年度からであり、これま

でに 250 回の活動が行われ、活動参加者は 3 万人を超えています。河川レンジャー数

は、平成 18 年に 1 名からスタートし、平成 21 年度から 3～4 名の間で推移しています。 

主要な活動分野を整理すると、過去最も多く行われているのは、自然観察に関する活

動であり、次いで学校への出前講座やワークショップなどの啓発その他に関する活動で

す。水利用、防災を主要な内容とする活動は回数が少なくなっています。 

参加者数が多いのは広報に関する活動で、これまでに参加者は 2 万人を超えています。

これは当管内で行われた全活動参加者数の約 2/3 に相当します。 

なお、データ整理上、1 活動につき主要な１分野を抽出していますので、個々の河川

レンジャーの活動実態とは違っています。 

 
 

表１ 木津川管内河川レンジャー活動状況（平成 18 年度～24 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊活動内容分類の定義は以下の通り。 

活動分野 内容 
河川美化 河川清掃の活動等 

環境保全 ヨシ原の保全や外来種対策に関する活動等 

啓発その他 全般的な河川の学習、啓発に関する活動等 

広報 河川レンジャーに関する説明や活動紹介、淀川に関する紹介等 

自然観察 植物や野鳥の観察など、淀川の自然を観察する活動 

水利用等 水質調査や河川水の利活用を学ぶ活動等 

防災 防災施設の見学や治水について学ぶ活動等 

 

注１）活動分野は事務局の判断で分類 

注２）重複する分野は主要な分野でカウント 

注３）Ｈ24 年度はＨ25.1.31 までのデータを集計 

年度
河川

レンジャー数
河川美化 環境保全

啓発
その他

広報 自然観察 水利用等 防災 総計

活動回数 1 3 4

参加者数 20 48 68

活動回数 2 1 2 6 11

参加者数 51 58 720 304 1,133

活動回数 2 2 4 4 12 1 25

参加者数 32 120 337 696 626 23 1,834

活動回数 1 2 7 5 12 1 28

参加者数 24 76 649 7,103 609 208 8,669

活動回数 4 6 5 10 16 2 43

参加者数 102 320 248 9,212 807 818 11,507

活動回数 5 4 16 12 12 10 3 62

参加者数 144 92 870 3,863 868 242 266 6,345

活動回数 2 22 16 8 11 16 2 77

参加者数 44 283 900 1,646 316 972 236 4,397

活動回数 16 36 49 41 70 26 12 250

参加者数 397 891 3,062 23,240 3,550 1,214 1,599 33,953

18

19

20

21

1名

1名

1名

3名

合計

22

23

4名

4名

24 4名
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  活動内容ごとに活動回数の推移を見ると、自然観察と防災の２つの活動から徐々に

分野を広げながら、活動回数も増加を続けています。平成 23 年度からは水利用に関す

る活動が行われており、すべての分野で活動が実施されるようになっています。 

参加者数では、平成 22 年度が最大で、夏休み期間に淀川資料館を活用した木津川展

が開催されるなど、広報活動への参加者が多かったためと考えられます。また、防災、

自然観察の分野でも多くの参加者を集めています。 

平成 23 年度は前年に比べると参加者数が減少しています。広報活動への参加者数減

少が主な原因です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.管内の河川レンジャー活動の回数および参加者数（H24 は H25.1.31 までの活動を整理） 

活動回数の推移（木津川管内）
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参加者数の推移（木津川管内）
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これまでに木津川管内で実施された活動を行政区で整理すると表の通りです。 

当管内では、自然観察、広報を目的とした活動を中心に、京田辺市において最も活発

に活動が行われ、参加者数も群をぬいています。次いで活動が多く行われているのは木

津川市です。 

  

表４ 活動内容/行政区における活動回数（平成 18～23 年） 

活動区域 種別 
河川 
美化 

環境 
保全 

啓発 

その他
広報 

自然 
観察 

水利用
等 

防災 総 計 

久御山町 回数 1 1 1 1  4 

 人数 20 36 27 37  120 

城陽市 回数 1 1 1 5 1 1 10 

 人数 5 51 53 126 10 23 268 

井出町 回数  1  1 

 人数  27  27 

和束町 回数  1 1 1  3 

 人数  57 87 49  193 

笠置町 回数  1 1 2  4 

 人数  36 31 103  170 

八幡市 回数 4 1 2 3 4 2 16 

 人数 116 36 152 203 226 818 1,551 

京田辺市 回数 11 4 8 20 23 1 2 69 

 人数 264 152 734 17,562 1,578 45 229 20,564 

精華町 回数  1 2  3 

 人数  22 58  80 

木津川市 回数 4 9 15 5 20 4 5 62 

 人数 143 384 966 865 1,039 71 304 3,685 

回数  4 6 4 1 1 16 その他の

地域 人数  117 2,974 75 21 37 3,224 
＊複数区にまたがる活動はそれぞれの行政区でカウントしました 

＊平成 24 年度は H25.1.31 までに行われた活動を整理しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.  木津川管内 行政区 
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（３）河川レンジャーの活動状況からの展開 

当管内におけるこれまでの河川レンジャー活動状況をみると、すべての分野でたいへ

ん活発に活動が行われていることがわかります。 

また、井出町、和束町、笠置町など、これまで活動の少なかった木津川右岸の上流部

についても、来年度は複数の活動が予定されています。 

このように、すべての分野、地域を網羅して、充実した河川レンジャー活動が展開さ

れていますが、「防災」を主要な活動分野とする活動が少ないため、この分野での展開

について検討が必要です。 

 

 

（４）今後の河川レンジャーの任期について 

地域における河川レンジャー活動の継続という観点から、河川レンジャーの任期につ

いて確認し、平成 25 年度の河川レンジャーの推薦人数について検討します。 

 

【木津川出張所管内（木津川）】 

当管内では、平成 25 年度は４名が在籍の予定です。 

今後の河川レンジャーの体制をみると、継続的な活動展開と、５名体制（最大）で運

用するという点から、毎年１名の推薦が望ましいと考えられます。 

このため、平成 25 年度は１名の河川レンジャー推薦者が必要です。 

 

 

表 3.6. 河川レンジャーの任期（満期までの活動を想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出張所 氏　名 任命年 ステージ(H25) H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

木津川 福井　波恵 H20 2期2年目

田中　実知世 H22 1期2年目

山田　信人 H22 1期2年目

柴垣　治男 H24 試行期間

○○　○○ H25 （予定） 募集

○○　○○ H26 （予定） 募集

○○　○○ H27 （予定） 募集

○○　○○ H28 （予定） 募集

○○　○○ H29 （予定） 募集

○○　○○ H30 （予定） 募集

： ： ： ：

計 4名 4名 5名 4名 5名 5名 5名
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４．平成２５年度河川レンジャーの展開について 

 以上の結果を整理し、河川レンジャー展開計画案としてとりまとめます。 

 

【木津川出張所管内（木津川）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の地域のニーズ及び河川レンジャーの活動状況を踏まえ、当管内では「河川美化」

「環境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」等の分野の活動が必要であると考えら

れます。 

なかでも、活動の継続性と地域ニーズから「啓発その他」「自然観察」「防災」等の分

野を重視したいと考えます。 

これらの分野の具体的な活動イメージは次の通りです。 

①美しい環境について学び、守り育てる活動 

②河川環境、防災等に関する知見をもとに、川の魅力や川への安全な親しみ方などを

わかりやすく地域の人々（子どもを含む）に伝える活動 

③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 

④個人・団体・行政などの様々な主体と連携、協働して進める活動 

 

活動地域についてみると、いずれの地域でも活発な活動が行われており、地域ニーズ

も高いため、特に重点地域は定めません。 

また、平成 25 年度は４名の河川レンジャーが活動を予定しており、新規に河川レン

ジャーとして必要な人員として 1名を希望します。 

視点②河川レンジャーの活動状況からみた活動展開 

・すべての分野、地域が網羅され、活発な活動状況です。 
・「防災」の分野の展開について検討が必要です。 

視点①地域に必要と考えられる活動展開 

沿川自治体の将来計画等から、「河川美化」「環境保全」「啓発その他」「自然観

察」「防災」等の分野の河川レンジャー活動が必要であると考えられます。 
具体的な活動イメージとして次のようなものが考えられます。 

①美しい環境について学び、守り育てる活動 

②河川環境、防災に関する知見をもとに、川の魅力や川への安全な親しみ方など

をわかりやすく地域の人々（子どもを含む）に伝える活動 

③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用のあり方を考える活動 

④個人・団体・行政などの様々な主体と連携、協働して進める活動 
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表 4.1.平成 25 年度 木津川出張所管内（木津川）展開計画（案） 

管内 人数 活動区域 活動内容等 

木津川 
出張所管内 
（木津川） 

１名 管内全域 必要であると考えられる分野は「河川美化」「環

境保全」「啓発その他」「自然観察」「防災」等で

す。 
なかでも「啓発その他」「自然観察」「防災」等

の分野を重視します。 
 

【具体的な活動イメージ】 
①美しい環境について学び、守り育てる活動 
②河川環境、防災等に関する知見をもとに、川

の魅力や川への安全な親しみ方などをわか

りやすく地域の人 （々子どもを含む）に伝え

る活動 
③「川らしい利用」の観点から適正な河川利用

のあり方を考える活動 
④個人・団体・行政などの様々な主体と連携、

協働して進める活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.平成 25 年度 木津川出張所管内（木津川）展開計画（案） 

 

注）淀川本川以外での活動について 

河川レンジャーは淀川本川の沿川地域で活動を展開します。ただし、本川において中心

的に活動することを前提に支川へと活動範囲を広げることができます。 

木津川 

推薦人数 １名 


